
システムを観て、地盤を診るシステムを観て、地盤を診る

マ ル チ ロ ガ ーＪｒ ＨＭ１６１６ＴＤＭ４－ＡＬＬ

平 板 載 荷 試 験 が 更 に 安 全 で 高 精 度 に な っ た ！！

その他のアプリケ－ション

気象観測 地震観測 地盤観測

土質試験 岩石試験 環境試験

ｸﾘｰﾌﾟ試験 材料試験 自動車試験

化学分析 万能測定器

ＣＢＲ試験 杭の載荷試験

多種多様のセンサーが接続できる

＜ひずみゲージ式センサー＞

荷重計 変位計 圧力計 差圧計

間隙水圧計 温度計 ひずみ計

ＬＤＴ 電圧出力センサー等

＜カウント式センサー＞

高精度変位計 マグネスケール等

写真は、Ａ３サイズで１００ｍｍ厚みのアタッシュケースに、本体、バッテリ（１２Ｖ９Ａ）、付属品、ケーブル等を収納で約７ｋｇ

多彩な 現象 と 動き を 捉える ＨＭ１６１６シリーズ

平板載荷試験の計測が、ＨＭ１６１６ｘ、アンプ付き荷重計、４個のデジタル変位計で高精度にできます。

操作は、ＨＭ１６１６ｘにセンサーを繋ぎ、ボタンを押し、数値を見てジャッキーを動かします。

ケーブルの長さに影響されないで、１本のコンパクトなケーブルで使用できる。標準２０ｍケーブル付属。

最長１００ｍまで延長して、使用できます。

ＨＭ１６１６ｘでは、パソコン無しで経過時間、荷重値、変位量がモニターできます。

設置前及び設置後のセンサーの動作確認が何時でもできます。

パソコン又は、パネルのボタンを押すだけで計測が開始又は、終了できます。

パソコン又は、パネルＬＣＤの荷重値を見ながらジャッキーを動かします。

パソコン又は、パネルＬＣＤの経過時間を確認して次のステップに移ります。

１つの計測で、予備載荷及び本載荷（ｎサイクル（ｍステップ））を連続して計測できます。

パソコンを接続すると、荷重－沈下曲線他がリアルタイムでモニターできます。

計測データは、確実にＨＭ１６１６ｘの内部メモリーに最大３２個（試験回数）、保存されています。

結果は、ＨＭＤ平板載荷試験解析ソフトを利用して、地盤工学会対応シートで出力できます。

各種条件設定、リアルタイム数値／チャート波形／Ｘ－Ｙ表示、エクセルファイル（ＣＳＶ）変換が有る。

コンパクト（高さ９３、幅１９０，奥行き２２０）、軽い（約１．５ｋｇ）、低電力消費（標準３Ｗ）

高精度、低価格、更にＯＰソフト完備。ＡＣ／ＤＣの両電源対応。

ＨＭ１６１６TＤＭ４－ＡＬＬ（歪み入力８＋デジタル入力４＋（Ｊｒ＋一括＋センサー）ケーブル）

ご注意：本書に記載された内容は、製品改善のために予告なしに変更することがあります。
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平板載荷試験枠組み及び荷重計、変位計＊４、ジャッキ取り付け
ＨＭ１６１６ＴＤＭ４
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ホンプを操作して荷重を上げる が
で

＜パネルＬＣＤを見ながらの操作手順＞ ０００ ００：００：１０ き
１．荷重計、変位計１～４の数値が正常であることを確認します 荷重増 ＣＨ１：１０．１００ｋＮ／ｍ ま
２．スタートボタンを押します。スタート表示が点灯します す
３．先ずは予備載荷でジャッキＵＰして、所定の荷重値に合わせます
４．経過時間を確認して、ジャッキＤＯＷＮし、荷重を下げます ホンプを操作して荷重を下げる
５．同じ様に、３～４項を繰り返して必要な荷重段階行います
６．本載荷に移り、第一サイクルの第一ステップを同様に行います ０００ ００：０１：２０
７．全てのサイクルが終了するまで６項を繰り返します 荷重減 ＣＨ１：０．０５００ｋＮ／ｍ
８．スタートボタンを数秒間押します。スタート表示が消灯します
９．電源を切ります。ケーブル等を取り外します

１０．持ち帰りパソコンに繋ぎ計測データを取り込みます 予備／本載荷を同じ様に続ける

ｾﾝｻｰの現在の値を表示 ５個のｾﾝｻｰと経過時間が拡大表示
計測時にパソコンを使用すると、
左の図の様に各種のモニターが
できます。

その他にも多くの
各種設定、出力
画面等が有ります

荷重、沈下量－時間曲線 荷重－沈下量曲線 計
測
終
了
後
に
繋
い
で
解
析
し
ま
す

ＨＭＤ土質試験解析ソフト 荷重－沈下－時間 曲線

計測を終了してパソコンにデータを
取り込むと、左の図の様な解析結果
が得られます。

その他にも多くの
修正、入力、出力
画面等が有ります

変位計

荷重計

キ

ポンプ

センサーケーブル


